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▲さまざまな料理を作って振る舞うことが好きな佐々木さん

　
同
市
大
森
町
の
佐
々
木
幸
子
さ
ん

（
75
）
は
自
家
産
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

で
太
巻
き
を
調
理
。
近
隣
の
交
流
セ

ン
タ
ー
で
料
理
教
室
の
講
師
を
務
め

る
な
ど
、
郷
土
料
理
の
継
承
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
佐
々
木
さ

ん
の
虎
皮
巻
き
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

き
よ
り
も
彩
り
が
あ
る
豪
華
な
ご
ち

そ
う
で
し
た
。
近
年
は
地
域
行
事
な

ど
の
集
ま
る
機
会
が
減
り
、
家
庭
で

手
作
り
を
す
る
人
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
横
手
市
近
辺
で
は
、
卵
を
使
っ
た

甘
い
生
地
で
作
る
太
巻
き
「
虎
皮
巻

き
」
が
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
太

巻
き
は
寄
り
合
い
や
ハ
レ
の
日
に
作

ら
れ
、
中
で
も
虎
皮
巻
き
は
の
り
巻

横
手
市
大
森
町
　
佐
々
木
　
幸さ
ち
子こ

さ
ん

ふ
わ
ふ
わ
の
甘
い
生
地
で
作
る
太
巻
き

　
「
虎と

ら

皮か
わ

巻
き
」の
食
文
化
継
承
を
願
っ
て

・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
１
０
０
㌘

・
蒸
し
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
１
０
０
㌘

・
卵
２
個

・
片
栗
粉
大
さ
じ
１

・
砂
糖
１
０
０
㌘

・
塩
小
さ
じ
半
分

・
水
50
㏄

・
サ
ラ
ダ
油
適
量

虎
皮
の
材
料

１
升
に
対
し
て
う
る
ち
米
と
も
ち
米
を

８
対
２
の
割
合
に
し
、
日
本
酒
１
合
を

加
え
て
炊
く

・
５
倍
酢
60
㏄

・
砂
糖
８
０
０
㌘
、
塩
30
㌘

酢
飯
の
材
料

・
白
酢
飯
３
０
０
㌘

・
ピ
ン
ク
酢
飯
３
０
０
㌘

・
緑
酢
飯
50
㌘

・
焼
き
の
り
１
枚

・
棒
状
に
切
っ
た
厚
焼
き
玉
子
１
本

・
紅
シ
ョ
ウ
ガ
適
量
（
か
ん
ぴ
ょ
う
な

ど
を
使
っ
て
も
良
い
）

虎
皮
で
巻
く
具
材
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酢
飯
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
る
ツ
ル

ム
ラ
サ
キ
の
汁
は
、
佐
々
木
さ
ん
の

お
手
製
。
不
祝
儀
の
際
は
ツ
ル
ム
ラ

サ
キ
の
色
を
濃
く
し
た
り
、
お
め
で

た
い
席
で
は
桜
で
ん
ぶ
で
色
を
着
け

た
り
す
る
な
ど
場
面
に
応
じ
た
工
夫

を
凝
ら
し
ま
す
。「
き
れ
い
な
模
様

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
切
る
と

き
は
緊
張
の
瞬
間
。
美
し
く
仕
上
が

る
よ
う
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
る
。

昔
な
が
ら
の
食
文
化
が
な
く
な
ら
な

い
よ
う
、
若
い
方
も
興
味
を
持
っ
て

虎
皮
巻
き
を
作
っ
て
み
て
ほ
し
い
」

と
願
い
ま
す
。

　志穂さんは部活動でトロンボーンを、佳穂さんは算数と体
育の授業を頑張っています。撮影後は、出来上がった虎皮巻
きをおいしそうに、ほおばっていました。

<佐々木幸子さんのお孫さん>

表紙表紙のの紹介紹介

左から父 司さん、志穂さん、幸子さん、佳穂さん、母 優子さん

①
米
を
炊
く

②�

酢
、
砂
糖
、
塩
で
作
っ
た
甘
酢
を
ご

飯
に
混
ぜ
、
酢
飯
を
作
る

③�

卵
を
溶
き
、
水
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
、
蒸
し
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
、

片
栗
粉
、
砂
糖
、
塩
を
加
え
て
混
ぜ

る
④�

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
ク
ッ
キ
ン
グ

シ
ー
ト
を
敷
い
た
ら
サ
ラ
ダ
油
を
引

き
、
お
玉
２
杯
弱
の
生
地
を
焼
く

⑤�

表
面
に
ぷ
つ
ぷ
つ
と
気
泡
が
出
て
き

た
ら
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
て
ひ
っ
く
り
返
し
両
面
焼
く
（
焼

き
目
が
虎
の
模
様
に
見
え
る
こ
と
か

ら
「
虎
皮
」
と
言
わ
れ
る
）

⑥�

巻
き
す
の
上
に
虎
皮
を
置
き
、
白
酢

飯
を
均
等
に
敷
く

⑦�

の
り
の
ガ
サ
ガ
サ
し
た
面
が
上
に
な

る
よ
う
に
置
き
、
細
い
棒
な
ど
を

使
っ
て
４
カ
所
に
溝
を
作
る

⑧�

ピ
ン
ク
酢
飯
を
溝
に
入
れ
な
が
ら
平

ら
に
な
る
よ
う
に
載
せ
、
真
ん
中
に

厚
焼
き
玉
子
、
紅
シ
ョ
ウ
ガ
、
食
紅

で
着
色
し
た
緑
酢
飯
を
並
べ
る

⑨�

力
を
入
れ
て
巻
き
、
ラ
ッ
プ
で
く
る

む
。
巻
き
終
わ
り
を
下
に
し
て
置
く

⑩�

１
時
間
以
上
休
ま
せ
た
ら
、
食
べ
や

す
い
厚
さ
に
切
り
分
け
て
完
成

6

4

810

7

5

9

Ｌ
ｅ
ｔ‘

ｓ 

ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

佐 々 木  志
し

穂
ほ

さん（11）

　 　 　  佳
か

穂
ほ

さん（８）
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近
年
は
、
落
雷
や
大
雨
・
大
雪
に
よ
る
災
害
が
増
え

て
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
建
物
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
と
臨
時
費
用
担
保

特
約
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
補
償

が
充
実
し
ま
す
。
特
約
を
プ
ラ
ス
し
た
加
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

◆掛金表（1年間）

◆共済金の支払い例

対象となる事故　　・火災共済・・・火災、落雷、物体の衝突等、水濡れ（自然災害は除く）など
　　　　　　　　　・総合共済・・・�火災共済で対象になる事故、自然災害（風水害、雪害等）、地滑り、地震・

噴火等（加入金額の50％限度）

加入金額：1,000万円の場合（普通物件［住宅、農作業場など］木造）

加入条件：住宅（2階建50坪、評価額2,500万円）に
　　　　　共済金額1,000万円で加入

共済事故：落雷の被害でボイラーが故障し50万円の損害が発生

◆
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約

◆
臨
時
費
用
担
保
特
約

　

共
済
事
故
に
よ
る
損
害
額
が
30
万
円
ま
た
は

50
万
円
（
加
入
時
選
択
）
以
下
の
場
合
、
実
損
害

額
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
地
震
な
ど
の
事
故

は
除
き
ま
す
。

（
１
契
約
の
共
済
金
額
の
合
計
が
１
千
万
円
以
上

の
場
合
に
付
帯
で
き
ま
す
）

建物
共済

　
損
害
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
追
加
で
損

害
共
済
金
の
10
％
、
20
％
、
30
％
（
加
入
時
選

択
）
を
お
支
払
い
し
ま
す
（
限
度
額
２
５
０
万

円
）。
た
だ
し
、
地
震
な
ど
の
事
故
は
除
き
ま

す
。

特約なし 臨時費用特約
（30％）付き

小損害特約
（50万円）付き

小損害特約（50万円）
臨時費用特約（30％）付き

火災共済 10,800円 12,700円 11,890円 13,990円

特約なしとの差額 +1,900円 +1,090円 +3,190円

総合共済 30,700円 34,800円 34,910円 39,010円

特約なしとの差額 +4,100円 +4,210円 +8,310円

特約なし 臨時費用特約
（30％）付き

小損害特約
（50万円）付き

小損害特約（50万円）
臨時費用特約（30％）付き

支払共済金 250,000円 325,000円 500,000円 650,000円

特約なしとの差額 +75,000円 +250,000円 +400,000円

〝もしも〟の時も
安心！
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令
和
７
年
か
ら
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
が
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
当
組
合
の
加
入
は
49
台

で
、
事
故
は
３
件
で
す
。
共
済
金
は
約
54
万
円
を
お

支
払
い
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
農
機
具
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、
お
近
く
の
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
引
受
対
象
ド
ロ
ー
ン

機
体
：
回
転
翼
が
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
型
の
ド
ロ
ー
ン

（
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
お
よ
び
固
定
翼
型
の
ド
ロ
ー

ン
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

用
途
：
農
業
目
的
に
使
用
す
る
も
の
に
限
る

（
農
薬
散
布
、
肥
料
散
布
、
播
種
、
受
粉
、
農
産
物

搬
送
、
圃
場
セ
ン
シ
ン
グ
）

◆
補
償
の
範
囲

・�

機
体
お
よ
び
通
信
機
器
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
農

薬
積
載
タ
ン
ク
、
液
剤
・
粒
剤
散
布
装
置
、
充
電

器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
含
む
装
置
一
式

◆
加
入
の
条
件

・�

航
空
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
の
飛
行
承
認
を
受

け
た
所
有
者
（
操
縦
者
）
お
よ
び
機
種

※
中
古
で
購
入
し
た
機
体
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
購
入
時
期
か
ら
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
機
体

も
加
入
で
き
ま
せ
ん

◆
対
象
と
な
る
事
故

①�

火
災
、
落
雷
、
物
体
の
落
下
も
し
く
は
飛
来
、
破

裂
、
爆
発
、
盗
難
に
よ
る
盗
取
も
し
く
は
き
損
、

鳥
獣
害
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
不
可
抗
力
の
き
損

②
衝
突
、
接
触
、
墜
落
、
転
覆
、
異
物
の
巻
き
込
み

③�

風
水
害
、
雪
害
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
自
然
災

害
※�

対
人
・
対
物
補
償
な
ど
損
害
賠
償
に
関
す
る
補
償

は
あ
り
ま
せ
ん

◆
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
損
害

①�
国
土
交
通
省
の
飛
行
承
認
を
受
け
て
い
な
い
機
体

ま
た
は
操
縦
者
に
よ
る
飛
行
中
の
損
害

②�

ロ
ー
タ
ー
ま
た
は
ブ
レ
ー
ド
に
単
独
に
生
じ
た
損

害
③
バ
ッ
テ
リ
ー
単
独
に
生
じ
た
損
害

④�

機
体
の
燃
料
不
足
、
ま
た
は
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
不

足
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

⑤�

機
体
お
よ
び
通
信
機
器
類
の
バ
ッ
テ
リ
ー
不
足
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害

⑥�

操
縦
中
に
共
済
目
的
が
行
方
不
明
ま
た
は
回
収
不

能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

⑦�

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
整
備
事
業
所
で
１
年
間
に
１

回
の
定
期
点
検
を
受
け
て
い
な
い
機
体
が
飛
行
中

に
生
じ
さ
せ
た
損
害
な
ど

◆掛金表（1年間）

共済金額 100万円 300万円 500万円

掛金（総合共済） 34,700円 104,100円 173,500円

農機具
共済

農
業
用
ド
ロ
ー
ン

加
入
台
数
増
え
て
い
ま
す
！

　農機具共済にご加入の農機具の格納場所や型式変更、買い替えの際は、お近くの支所までご
連絡ください。連絡をせずに共済事故が発生した場合、共済金が支払われませんのでご注意願
います。
　新しい農機具に買い替えた場合は、機体を入れ替えた日から14日以内にご連絡ください。

◆農機具の格納場所・型式変更・買い替えの際は速やかにご連絡を
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令
和
７
年
契
約
の
保
険
金
等
請

求
、
令
和
８
年
契
約
の
基
準
収
入

金
額
の
設
定
や
保
険
料
等
の
再
算

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
算
定
に

は
、
令
和
７
年
分
税
務
申
告
書
類

の
写
し
が
必
要
で
す
。
未
提
出
の

方
は
、
速
や
か
に
お
近
く
の
支
所

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
は
３
月
31
日
現
在
、

個
人
・
法
人
で
２
７
８
９
経
営
体

が
加
入
し
て
い
ま
す
（
下
表
）。

事
業
開
始
初
年
度
の
令
和
元
年
か

ら
比
べ
る
と
、
３
倍
以
上
に
増
加

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
加
入
者
に

は
、
１
７
４
経
営
体
へ
３
億
１
３

４
７
万
円
を
お
支
払
い
し
ま
し

た
。
主
な
収
入
減
少
の
原
因
は
、

大
雨
で
生
育
不
良
や
収
穫
不
能
と

な
り
収
量
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
組
合
で
は
随
時
、
加
入
申
請
を

受
け
付
け
中
で
す
。
お
近
く
の
支

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
計
画
を
変
更
し
た

事
故
が
発
生
し
た

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

収入
保険

税
務
申
告
書
類
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

令和８年収入保険加入状況� 単位：経営体

支所名 個人 法人 合計 旧支所名 個人 法人 旧支所計

県　　北 595 113 708
北　　　鹿 237 43 280
北秋田山本 358 70 428

中　　央 822 119 941
中　　　央 370 72 442
( 大潟村 ) 136 15 151

由　　　利 316 32 348

県　　南 915 225 1,140
仙　　　北 328 118 446
横　手　市 362 59 421
雄　　　勝 225 48 273

合　　計 2,332 457 2,789 合　　　計 2,332 457 2,789
（令和８年３月31日現在） 

営
農
計
画
の
変
更
や
収
入
が
減
少
す
る
事
故
（
被
害
）

が
発
生
し
た
と
き
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
次
の
連
絡
通
知
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
免

責
と
な
り
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
作
付
け
す
る
面
積
や
栽
培
作
物
、
栽
培
時
期
等
に
変
更
が
生
じ
た

と
き
は
、
農
作
物
等
の
作
付
け
後
１
カ
月
以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
収
入
が
減
少
す
る
事
故
（
被
害
）
が
発
生
し
た
際
は
、
被
害
が
確

認
で
き
る
う
ち
に
お
近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

被
害
が
わ
か
る
写
真
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
価
格
低
下
等
の
目

に
見
え
な
い
事
故
も
把
握
し
た
時
点
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農林水産省公式キャラクター
「しゅうほちゃん」

近
年
は
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
が
増
加
傾
向
で
す
。
次
頁

で
は
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
た
方

の
声
を
紹
介
し
ま
す
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由
利
本
荘
市
・
阿
部
泉
さ
ん
（
66
）

令
和
７
年
の
経
営
規
模
【
水
稲
１
・
４
㌶
】

大
仙
市
・
株
式
会
社
あ
け
の
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役 

明
野
悠
樹
さ
ん
（
35
）

令
和
７
年
の
経
営
規
模

【
水
稲
12
㌶
、
エ
ダ
マ
メ
19
・
４
㌃
、

　
　

ト
マ
ト
14
㌃
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
２
㌃
ほ
か
】

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
７
棟
で
ト
マ

ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
、
冬
期
間
は

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
フ
ク
タ
チ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
昨
年
に
株
式
会

社
あ
け
の
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
法
人

化
し
ま
し
た
。
父
の
経
営
も
承
継

し
、
水
稲
を
新
た
に
手
が
け
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
７
月
下
旬
の
記
録
的

大
雨
で
、
水
田
へ
の
土
砂
流
入
や

畦
畔
崩
落
が
発
生
し
ま
し
た
。

２
・
３
㌶
を
作
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
90
㌃
の
圃
場
が
被
災
。
農
地

が
３
カ
所
に
分
散
し
て
い
た
の
が

不
幸
中
の
幸
い
で
す
。
１
カ
所
に

集
約
し
て
い
た
ら
全
滅
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
住
宅
や
農
作
業
場
に
も
浸
水
被

害
を
受
け
、
一
時
的
に
避
難
。
道

　
妻
と
共
に
、
繁
忙
期
に
は
近
隣

住
民
や
知
人
の
協
力
を
受
け
て
作

業
に
当
た
り
ま
す
。
令
和
３
年
に

私
が
個
人
で
収
入
保
険
へ
加
入
し

ま
し
た
。
野
菜
価
格
安
定
制
度
で

は
対
応
し
て
い
な
い
補
償
の
幅
広

さ
が
魅
力
で
す
。
令
和
６
年
は
７

月
下
旬
の
豪
雨
で
ハ
ウ
ス
が
浸
水

し
ま
し
た
。
ト
マ
ト
は
根
腐
れ
や

病
害
を
免
れ
ま
し
た
が
、
２
週
間

ほ
ど
生
育
が
停
止
。
例
年
の
半
分

ほ
ど
の
収
量
と
な
り
、
収
入
が
減

少
し
ま
し
た
。

　
つ
な
ぎ
融
資
を
申
請
し
、
秋
の

精
算
払
い
に
充
て
ら
れ
て
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
。
無
利
子
で
手
続

き
も
簡
単
で
す
。
保
険
金
の
試
算

が
で
き
た
の
で
、
気
持
ち
的
に
も

め
ど
が
付
き
安
心
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
周
囲
で

離
農
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族

で
協
力
し
て
農
地
を
守
り
、
地
域

に
根
付
い
た
農
業
の
実
践
が
目
標

で
す
。
法
人
化
し
て
も
安
定
し
た

農
業
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

収
入
保
険
制
度
に
継
続
加
入
し
て

い
ま
す
。
お
い
し
い
農
産
物
を
作

り
、
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
た
い
で

す
。

路
が
寸
断
さ
れ
農
地
に
行
け
ず
、

管
理
、
収
穫
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
稲
を
た
だ
見
る
し
か
で
き
な

い
た
め
、
も
ど
か
し
か
っ
た
で

す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
被
害
を
報
告

し
、
確
認
か
ら
保
険
金
等
の
支
払

い
ま
で
対
応
は
非
常
に
ス
ム
ー

ズ
。
運
転
資
金
と
し
て
活
用
で

き
、
安あ

ん
堵ど

し
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
は
以
前
か
ら
行
い
、

職
員
の
勧
め
も
あ
っ
て
収
入
保
険

へ
の
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
病
気

や
け
が
で
収
穫
で
き
な
か
っ
た
場

合
も
補
償
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い

リ
ス
ク
対
応
が
魅
力
で
す
。
令
和

３
年
の
大
幅
な
米
価
下
落
や
、
令

和
５
年
の
高
温
被
害
で
減
収
し
た

際
も
保
険
金
等
を
受
け
取
り
、
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　
加
入
審
査
も
税
務
申
告
書
類
の

提
出
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
面
倒

が
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
農
家
に

も
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
勧
め
て

い
ま
す
。

無
利
子
で
手
続
き
も
簡
単

豪
雨
で
ハ
ウ
ス
浸
水
被
害

記
録
的
大
雨
が
水
稲
直
撃

復
旧
へ
運
転
資
金
に
活
用

青
色
申
告
研
修
会
の
開
催
時
期
を
変
更
し
ま
す

例
年
７
月
に
行
っ
て
い
た
青
色
申
告
研
修
会
の
開
催
を
延
期
し
ま
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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大豆
共済

　令和８年産の加入申し込み期限は
５月25日です。申込書の提出は期限
内にお願いします。
　頻発する自然災害や増加する獣害
に備え、大豆共済に加入しましょう。

▲高温・乾燥で青立ちが発生
（令和７年11月13日・大仙市）

▲圃場に残ったイノシシの足跡
（令和７年11月25日・北秋田市）

▲前月の断続的な降雨で生育が停滞
（令和７年10月９日・北秋田市）

全相殺方式 半相殺方式 地域インデックス方式

補 償 内 容

農家ごとに収穫量（増収分も
加味）が基準収穫量の９・８・
７割（選択制）を下回る場
合に共済金を支払います。

農家ごとに収穫量が基準収
穫量の８・７・６割（選択制）
を下回る場合に共済金を支
払います。

農家ごとに被害があり、市
町村の統計単収が基準統計
単収の９・８・７割（選択制）
を下回る場合に共済金を支
払います。

対象の災害
風雨によって大豆が倒伏する風水害、干害、冷害、地震など、気象上の原因による災害・病
虫害・鳥獣害・火災

加 入 要 件
５㌃以上の栽培かつJA等に
全量出荷または青色・白色
申告者

５㌃以上の栽培

※地域インデックス方式は、統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の被害状況に応じた補償とはなりません
※上記対象の災害により、被害が発生した際には、速やかにお近くの支所までご連絡ください

加入申し込みは５月25日まで

半相殺方式

地域
インデックス

方式

全相殺方式
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果樹
共済

　令和９年産の加入申し込み期限は
６月15日です。申込書の提出は期限
内にお願いします。
　クマや鳥などの鳥獣害や頻発する
異常気象に備え、果樹共済に加入し
ましょう。

▲ひょう害を受けたナシの幼果
（令和７年７月３日・大館市）

▲野鳥に食い荒らされたリンゴ
（令和７年10月27日・北秋田市）

▲クマに枝を折られたリンゴの木
（令和７年10月30日・秋田市）

減収総合一般方式 地域インデックス方式

補 償 内 容
農家ごと、類（早生・中生・晩生の区分）ご
とに収穫量が基準収穫量の７・６・５割（選
択制）を下回る場合に共済金を支払います。

農林水産統計データを使用し、当年の統計単
収が基準統計単収の９・８・７割（選択制）
を下回る場合に共済金を支払います。

補 償 期 間 花芽形成期からその花芽にかかる果実の収穫期まで

対象の災害 風水害・ひょう害・雪害など、気象上の原因による災害・病虫害・鳥獣害・火災

加 入 要 件 類ごとに５㌃以上の栽培

※地域インデックス方式は、統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の被害状況に応じた補償とはなりません
※上記対象の災害により、被害が発生した際には、速やかにお近くの支所までご連絡ください

加入申し込みは６月15日まで

地域
インデックス

方式

減収総合
一般方式
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タ
ラ
ノ
メ
は
ウ
コ
ギ
科
の
落
葉
低
木

タ
ラ
ノ
キ
の
若
芽
で
す
。
春
に
萌
え
る

山
菜
と
し
て
人
気
が
高
く
、
ほ
の
か
な

苦
み
を
好
む
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
に
か
ほ
市
畑
の
農
事
組
合
法
人
小
出

フ
ァ
ー
ム
（
構
成
員
18
人
）
は
水
稲

83
・
９
㌶
を
主
体
に
、
大
豆
７
・
４

㌶
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
86
㌃
（
１
０
８

坪
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
24
棟
）
で
手
が

け
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
冬
場
の
換
金

作
物
と
し
て
タ
ラ
ノ
メ
の
促
成
栽
培
に

力
を
入
れ
ま
す
。

　
タ
ラ
ノ
メ
に
携
わ
る
構
成
員
は
７
人
。

株
を
養
成
す
る
タ
ラ
ノ
キ
の
圃
場
（
60

㌃
）
は
日
当
た
り
と
水
は
け
の
良
さ
が

重
要
で
す
。
３
月
上
旬
に
施
肥
し
、
６

月
上
旬
に
１
株
当
た
り
３
つ
の
芽
を
残

し
て
欠
き
ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼

虫
に
よ
る
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
３
月
下

旬
と
６
月
下
旬
に
防
除
し
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
穂
木
を
採
取
し
て
保

管
。
１
月
５
日
こ
ろ
か
ら
駒
木
作
り
を

始
め
ま
す
。
１
芽
ず
つ
付
く
よ
う
に
駒

木
を
作
る
た
め
、
徒
長
す
る
と
本
数
を

確
保
で
き
ま
せ
ん
。
代
表
理
事
を
務
め

る
佐
々
木
鋼こ

う
記き

さ
ん
（
66
）
は
「
節せ
っ
間か
ん

が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
施
肥
量
と
タ
イ

ミ
ン
グ
に
気
を
付
け
て
い
る
」
と
話
し

ま
す
。

冬場の換金作物として着目
省スペースで効率的に栽培

vol.1 タラノメ

農事組合法人 小出ファームにかほ市
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徹
底
し
た
温
度
管
理
で
安
定
生
産

　
底
面
が
網
目
の
ト
レ
ー
に
駒
木
を
並

べ
、
水
を
入
れ
た
促
成
ベ
ッ
ド
に
設
置

し
ま
す
。
ベ
ッ
ド
は
20
㎡
の
棚
４
カ
所

で
栽
培
。
樹
液
が
出
て
き
た
ら
高
圧
洗

浄
機
で
洗
い
流
し
ま
す
。
ジ
ベ
レ
リ
ン

処
理
を
行
っ
た
後
、
１
月
15
日
こ
ろ
か

ら
電
熱
線
で
加
温
。
芽
が
出
る
ま
で
は

20
度
で
、
１
週
間
ほ
ど
で
出
揃
っ
た
ら

18
度
に
設
定
し
ま
す
。
夜
間
も
10
度
を

下
回
ら
な
い
よ
う
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
２
月
10
日
こ
ろ
か
ら
収
穫
を
開
始
し
、

ナ
イ
フ
で
芽
を
切
り
取
り
ま
す
。
収
穫

後
は
根
元
を
水
平
に
切
り
落
と
し
、
50

㌘
の
規
格
に
合
わ
せ
て
パ
ッ
ク
詰
め
。

全
量
を
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
へ
出
荷
し

ま
す
。
半
数
は
加
温
開
始
を
10
日
ず
ら

し
、
出
荷
時
期
を
分
け
て
い
ま
す
。

　
今
冬
は
暖
か
い
日
が
続
き
、
順
調
に

生
育
が
進
み
ま
し
た
。
佐
々
木
代
表
理

事
は
「
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
５
年
を

迎
え
、
株
の
更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

若
木
の
根
を
養
成
し
、
良
好
な
駒
木
を

採
取
し
た
い
。
ハ
ウ
ス
の
中
で
ベ
ッ
ド

を
２
段
に
し
て
い
る
た
め
、
省
ス
ペ
ー

ス
で
取
り
組
め
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
」

と
話
し
ま
す
。
限
ら
れ
た
面
積
で
効
率

的
に
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
研
究
を

惜
し
み
ま
せ
ん
。

　
小
出
地
区
で
は
離
農
が
進
み
、
同
法

人
へ
の
作
業
委
託
が
増
加
。
耕
作
放
棄

地
を
増
や
さ
な
い
よ
う
模
索
を
続
け
ま

す
。「
水
稲
は
直
播
を
増
や
し
、
省
力

化
を
図
る
。
タ
ラ
ノ
メ
は
１
㌶
ま
で
拡

大
し
、
冬
場
の
安
定
し
た
収
入
確
保
に

努
め
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

▲�１ベッドにトレーを60個置き、４カ所で栽培します。水深は１～２㌢です。
ハウス内が過湿だと芽が軟化する「トロケ」症状が発生するため、換気が
重要です

▲�株から採取した穂木を電動のこぎりで10～15㌢に切
断し、駒木を作ります。安全に作業を進めるよう注
意を怠りません

▲�ナイフで木肌を削ぐよう
に収穫します

▲�根元を水平に切り落とし
ます

▲�パック詰めし、シールを
貼って出荷します

　小出ファームさんは、たらの芽
研究会の副会長として、にかほ市
を代表する生産者です。
　冬場の収入源としてタラノメの
栽培がＪＡ管内で行われ、生産量
の拡大を目指しています。
　引き続き高品質な農産物を生産
し、若手農家を引っ張っていって
ほしいです。今後も研究会員一丸
となって盛り上げていきましょ
う！

ＪＡ秋田しんせい  たらの芽研究会
会長　斎藤　利

り

光
こう

 さん

作り手を支える

株の更新に向け、若木の根を採
取しました。翌々年の本格的な
収穫を目指します
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あきた だより

　

鹿
角
市
花
輪
の
精
肉
店
「
八
幡
平

ポ
ー
ク
と
こ
と
ん
と
ん
八
花
輪
店
」

内
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
に
野
菜
を
卸

し
て
い
る
同
市
の
川
又
照
子
さ
ん

（
74
）。
夫
の
政
美
さ
ん
（
75
）
と

共
に
、
露
地
15
㌃
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

や
ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ

ツ
、
ネ
ギ
な
ど
を
手
が
け
ま
す
。
水

稲
は
74
㌃
で
作
付
け
し
、
育
苗
後
の

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
ト
マ
ト
を
施
設

栽
培
し
ま
す
。

　

秋
に
収
穫
し
た
野
菜
は
、
冬
期
間

に
出
荷
で
き
る
よ
う
保
存
方
法
を
工

夫
。
ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
は
収
穫

後
に
雪
の
下
で
保
存
し
、
出
荷
す
る

　

五
城
目
町
の
「
御
菓
子
司　

松
月

堂
」
が
製
造
し
、
販
売
す
る
キ
イ
チ

ゴ
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
が
「
酸
味
が
控
え

め
で
お
い
し
い
」
と
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

同
町
の
特
産
と
し
て
栽
培
さ
れ
る

キ
イ
チ
ゴ
を
使
用
。
産
地
化
に
向
け

て
町
全
体
で
取
り
組
み
始
め
た
頃
、

同
店
に
も
声
が
か
か
り
ケ
ー
キ
を
開

発
し
ま
し
た
。
店
主
の
湊
司
さ
ん

（
80
）
は
「
キ
イ
チ
ゴ
は
種
が
細
か

く
数
が
多
い
の
で
、
加
工
に
苦
労
し

た
。
手
作
業
で
こ
し
て
種
を
除
く
」

と
話
し
ま
す
。

　

「
五
城
目
キ
イ
チ
ゴ
販
売
会
」
か

ら
冷
凍
の
品
種
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
」
を

数
日
前
に
室
内
で
解
凍
し
ま
す
。
新

鮮
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

　

野
菜
作
り
の
本
や
先
輩
農
家
の
話

を
参
考
に
し
た
り
、
土
作
り
の
本
の

出
版
社
が
主
催
す
る
勉
強
会
に
参
加

し
た
り
し
て
知
識
を
習
得
。
ま
た
、

防
虫
ネ
ッ
ト
を
被
覆
す
る
な
ど
化
学

農
薬
の
使
用
を
抑
え
て
い
ま
す
。

　

照
子
さ
ん
は
「
購
入
し
た
知
人
か

ら
『
お
い
し
か
っ
た
よ
』
と
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
や
り

が
い
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

な
が
ら
安
全
・
安
心
な
お
い
し
さ
を

届
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

取
り
寄
せ
て
種
を
取
り
、
白
あ
ん
と

混
ぜ
ま
す
。
カ
ス
テ
ラ
生
地
で
包
み
、

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
完
成
で
す
。
で

き
る
だ
け
甘
く
、
キ
イ
チ
ゴ
の
酸
味

が
出
な
い
よ
う
に
工
夫
し
、
ふ
わ
っ

と
し
た
仕
上
が
り
に
な
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

「
『
お
い
し
か
っ
た
か
ら
ま
た
買

い
に
来
た
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
お

客
さ
ん
が
い
て
う
れ
し
い
。
特
産
品

を
使
っ
て
い
る
た
め
、
お
土
産
で
購

入
さ
れ
る
方
も
い
る
」
と
湊
さ
ん
。

店
頭
だ
け
の
販
売
で
、
注
文
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▲出荷するニンジンを手に照子さん

▲
�

ケ
ー
キ
を
前
に
湊
さ
ん

　住　　所：五城目町上町54
　T E L：０１８・８５２・２４３９
　営業時間：午前８時～午後５時
　定 休 日：毎月８日、18日、28日

直
売
コ
ー
ナ
ー
に
野
菜

　
　
　
消
費
者
の
声
が
励
み

酸
味
控
え
め
の
ふ
ん
わ
り
食
感

　
　
　
キ
イ
チ
ゴ
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

川
又
照
子
さ
ん

御
菓
子
司
　
松  

月  

堂

鹿角市鹿角市

五城目町五城目町

読者
プレゼント詳しくは14頁をご覧ください。

▲�キイチゴカップケーキは▲�キイチゴカップケーキは
　税込み173円です　税込み173円です
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あきた だより

　

ア
サ
ツ
キ
の
若
芽
で
、
早
春
の
伝

統
野
菜
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
「
ひ

ろ
っ
こ
」。
大
仙
市
松
倉
の
佐
々
木

龍
光
さ
ん
（
73
）、
友
子
さ
ん
（
68
）

夫
妻
は
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
転
作
田

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

幅
約
２
㍍
、
長
さ
約
15
㍍
の
畝
が

並
ぶ
雪
の
下
か
ら
、
１
日
置
き
に
掘

り
起
こ
し
て
収
穫
。
２
月
か
ら
出
荷

が
始
ま
り
、
約
60
袋
（
１
５
０
㌘
入

り
）
ほ
ど
を
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
直

売
所
に
出
荷
し
ま
し
た
。
購
入
者
か

　

「
満
足
の
い
く
弁
当
が
で
き
た
時

や
お
客
さ
ま
の
リ
ピ
ー
ト
が
あ
っ
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
話

す
、
湯
沢
市
川
連
町
の
佐
藤
恭
子
さ

ん
（
55
）。「
や
ま
り
ん
商
店
」
代
表

を
務
め
、
弁
当
を
１
日
平
均
50
個
調

理
し
ま
す
。

　

市
内
産
の
野
菜
や
山
菜
な
ど
を
使

い
、
地
産
地
消
に
取
り
組
む
同
店
。

併
せ
て
佐
藤
さ
ん
が
栽
培
し
た
パ
ン

ダ
豆
や
赤
ダ
イ
コ
ン
な
ど
も
使
用
し

ま
す
。「
良
い
も
の
が
収
穫
で
き
た

時
は
面
白
い
」
と
楽
し
み
な
が
ら
栽

培
。
時
期
に
合
わ
せ
た
食
材
で
常
連

客
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
工
夫
を
凝

ら
し
ま
す
。

ら
は
「
佐
々
木
さ
ん
の
ひ
ろ
っ
こ
は

太
く
て
、
み
ず
み
ず
し
い
」
と
好
評

で
し
た
。

　

６
月
ご
ろ
に
自
家
球
根
を
掘
り
出

し
、
土
壌
に
堆
肥
や
化
学
肥
料
を
入

れ
、
９
月
上
旬
に
種
球
を
植
え
ま

す
。
栄
養
が
行
き
わ
た
る
よ
う
手
作

業
で
小
ま
め
に
除
草
。
光
が
当
た
る

と
葉
先
が
青
く
な
る
た
め
、
出
荷
直

前
に
掘
り
起
こ
す
の
が
重
要
で
す
。

　

龍
光
さ
ん
は
「
寒
さ
の
中
で
掘
り

起
こ
し
、
冷
た
い
水
で
洗
う
作
業
は

大
変
だ
が
、
お
客
さ
ま
に
春
を
感
じ

て
も
ら
え
る
ひ
ろ
っ
こ
を
、
２
人
で

元
気
に
作
り
続
け
た
い
」
と
張
り
切

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
、
地
質
や
地
形
か
ら

過
去
の
同
市
を
学
べ
る
「
ゆ
ざ
わ
ジ

オ
パ
ー
ク
」
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

加
盟
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
店
で
は

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
名
所
を
再
現
し
た

「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
弁
当
」
を
29

年
か
ら
販
売
中
で
す
。「
虎
毛
山
弁

当
（
税
込
み
１
４
３
２
円
）」
な
ど

５
種
類
を
展
開
し
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
に
来
て
く
れ
た
人
や
興
味
の
あ
る

人
に
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
弁
当
を
作
り
た
い
」
と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

▲�洗浄したひろっこの根切り作業をする
佐々木さん夫妻

▲�ゆざわジオパーク弁当の「虎毛山
弁当」を手に佐藤さん。値段は標
高にちなんで設定しました

▲
�

ひ
ろ
っ
こ
を
雪
下
か
ら
掘
り
起
こ
す
龍
光
さ
ん

▲
�

品
書
き
に
は
料
理
や
景
観
の

丁
寧
な
解
説
を
掲
載

  TEL：０１８３・４２・３５０９

伝
統
野
菜「
ひ
ろ
っ
こ
」

自
家
球
根
を
利
用
し
雪
下
か
ら
収
穫

地
元
の
名
所
再
現
し
た
弁
当

　
自
家
・
地
場
産
農
産
物
を
使
用

佐
々
木 

龍
光
さ
ん
、
友
子
さ
ん

佐
藤
恭や
す

子こ

さ
ん

大仙市大仙市

湯沢市湯沢市
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①クイズの答え
②5月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
　 

総
務
課

85

知っトク

税の話
業に応じた一定の「みなし仕入率」を掛けた金額
を課税仕入れなどに係る消費税額とみなして、納
付する消費税額を計算します。
　簡易課税は、基準期間（前々年）の課税売上高
が5,000万円以下である事業者が、適用を受けよ
うとする課税期間の初日の前日までに「消費税簡
易課税制度選択届出書」を提出することにより、
簡易課税制度を選択することができます。
　令和９年分の消費税の申告から、簡易課税制度
を選択する場合、「消費税簡易課税制度選択届出
書」の提出期限は、令和８年12月31日になりま
す。
　なお、簡易課税制度を選択した事業者は、２年
間継続した後でなければ、選択をやめることはで
きません。

　詳しくは、国税相談専用ダイヤル（０５７０－
００－５９０１）にお尋ねください（国税局の電
話相談センターにつながります）。
� （秋田南税務署）

消費税の計算方法について
Ｑ　この度、令和７年分の課税売上高が1,000万
円を超え、令和９年から課税事業者になります。
消費税の申告は、どのような計算になりますか。
　なお、私はインボイス発行事業者の登録はして
いません。
Ａ　消費税の納付税額の計算方法は、「一般課税」
と「簡易課税」の２つの計算方法があります。
　一般課税は、課税売上げに係る消費税額から課
税仕入れなどに係る消費税額を控除して、納付す
る消費税額を計算します。
　簡易課税は、課税売上げに係る消費税額に、事

　
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
に
勤
務
し
て
３

年
目
で
す
。
農
学
部
で
学
ん
だ
知
識
を

生
か
し
た
い
と
思
い
、
就
職
し
ま
し

た
。
現
在
は
金
融
課
に
所
属
し
、
資
金

の
流
れ
や
お
金
を
扱
う
難
し
さ
を
日
々

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
で
、
週

末
は
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
応

援
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　
地
元
は
知
人
が
多
く
働
き
や
す
い
と

感
じ
る
一
方
、
高
齢
化
で
田
ん
ぼ
の
作

り
手
が
少
な
い
現
状
が
心
配
で
す
。

　
学
生
時
代
に
、
農
作
物
を
育
て
る
楽

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
将
来
は
祖
母
の

畑
で
、
四
季
折
々
の
花
や
野
菜
を
育
て

た
い
で
す
。

金
田　
小
鈴
さ
ん（
26
）　  

～ 

八
峰
町 

～

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

【応募締切】
令和8年５月15日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「25年」でした。

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、
「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。

　タラノメは、何科の植物でしょう
（10頁参照）。正解者の中から抽選
で８人の方に、12頁で紹介した「御
菓子司  松月堂」のキイチゴカップ
ケーキと焼き菓子セットをプレゼ
ントします。
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由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

■本　　所　TEL 018-884-5222　　　 ■県北支所　TEL 0186-84-8375
■中央支所　TEL 018-874-7200　　　 ■県南支所　TEL 0187-63-1066

NOSAIへのお問い合わせは

　
令
和
８
年
４
月
１
日
付
で
職
員
を

採
用
し
ま
し
た
。

◆
中
央
支
所

　
農
産
課　
佐
々
木　
美み

ゆ優

　
資
産
課　
斎
藤　
結ゆ

い衣

◆
県
南
支
所

　
農
産
課　
老
松　
京き
ょ
う
へ
い平

　
農
産
課　
加
藤　
凛り

お乙

　
資
産
課　
清
水　
晃こ
う
す
け祐

　
資
産
課　
小
笠
原　
愛め
ぐ

◆
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

　
県
北
家
畜
診
療
所　
畠
山　
裕ゆ

い衣

　
令
和
８
年
３
月
31
日
付
で
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

（　
）
内
は
旧
所
属　
※
は
再
雇
用

　
今
野　
誠
（
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

長
兼
中
央
部
家
畜
診
療
所
長
）
※

　
佐
藤　
一
芳
（
仙
北
支
所
建
物
農

機
具
課
長
）
※

　
伊
藤　
功
（
北
秋
田
山
本
支
所
農

産
課
兼
収
入
保
険
課
長
）

　
瀬
田
川　
真
也
（
総
務
部
総
務
課

主
事
）

　
菊
池　
和
幸
（
由
利
支
所
農
産
課

兼
収
入
保
険
課
専
門
員
）

　
麻
生　
昭
一
（
横
手
市
支
所
家
畜

果
樹
園
芸
課
専
門
員
）

　
高
橋　
晃
（
雄
勝
支
所
家
畜
果
樹

園
芸
課
専
門
員
）

　
麻
生　
清
実
（
雄
勝
支
所
建
物
農

機
具
課
専
門
員
）

　
岩
井　
丈
夫
（
雄
勝
支
所
総
務
課

専
門
員
）

　
大
館
市
板
沢
の
富
樫
収お
さ
むさ
ん（
44
）

が
、
３
月
30
日
付
で
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
９
年
５
月

末
ま
で
で
す
。

からの
お知らせ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

新
役
員
が
就
任
し
ま
し
た

果樹共済金（半相殺方式・地域インデックス方式）
樹種名 旧支所名 戸数 被害面積

（アール） 金額（円）

りんご

北 鹿 9 337.4 1,353,810
北秋田山本 2 360.3 2,915,890
中 央 3 93.0 1,831,470
横 手 市 39 1,458.8 8,928,960
雄 勝 10 680.4 2,603,330
合 計 63 2,929.9 17,633,460

おうとう
横 手 市 9 235.3 6,170,400
雄 勝 29 679.8 18,436,320
合 計 38 915.1 24,606,720

大豆共済金（半相殺方式）

旧支所名 半相殺方式
戸数（実） 支払金額

北秋田山本 13 2,993,490
仙 北 6 920,999
横 手 市 1 44,550
合 計 20 3,959,039

水稲共済金（半相殺方式・全相殺方式・地域インデックス方式）

旧支所名 半相殺方式 全相殺方式（施設型） 地域インデックス 合　　　　　計
戸数（実） 支払金額 戸数（実） 支払金額 戸数（実） 支払金額 戸数（実） 支払金額

北 鹿 43 13,545,887 6 506,540 1 204,630 50 14,257,057
北秋田山本 108 23,306,921 22 7,351,617 2 476,900 132 31,135,438
中 央 22 3,552,050 36 7,710,200 0 0 58 11,262,250
由 利 0 0 127 18,106,240 0 0 127 18,106,240
仙 北 94 32,376,918 10 2,326,740 1 151,810 105 34,855,468
横 手 市 56 13,448,010 51 10,995,490 1 227,240 108 24,670,740
雄 勝 24 2,851,710 127 12,792,510 1 59,660 152 15,703,880
合 計 347 89,081,496 379 59,789,337 6 1,120,240 732 149,991,073

※各事業の直通電話番号は、３月号９頁を確認ください
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発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
電
話
／
018－884－5222

あ
き
た
5

20
26

vo
l.1

小さめのタラノメは、加熱し過ぎずにシャキッと仕上げましょう。大きめのものは
しっかりと火を通すことで、ほくほくとした食感とうまみが感じられます。

誠からの一言アドバイス♪

タラノメ

その1

材料 �
タラノメ３パック、ピクルス液（純米酢
100cc、水100cc、昆布一片、タカノツ
メ少々、塩５g、醤油20cc、砂糖40g）

つくり方 �
①�タラノメのはかまを除いて根元に切
り込みを入れ、熱湯で15秒ほどサッ
と茹でて冷水にとる

②�ピクルス液の調味料を混ぜ合わせ①
を漬け込む。半日から２日が食べごろ

材料 �
タラノメ３パック、ごま油30cc、炒りご
ま15g、かつお節20g、醤油20cc

つくり方 �
①�タラノメのはかまを除いて縦半分に
切る

②�フライパンにごま油を熱し、タラノメ
を強火で炒めていく
③�炒りごま、かつおぶしを加えてからめ
る

④�醤油を回しかけたら火を止め、から
めあわせて器に盛り付け完成

材料 �
タラノメ３パック、豚バラ肉200g、塩こ
しょう適量、醤油10cc

つくり方 �
①�タラノメのはかまを除いて根元に切
り込みを入れる

②①に豚バラ肉を巻きつけていく
③�中火に熱したフライパンに②を並べ
る。焼き色がついたらひっくり返して
ふたをし、弱火で１分ほど蒸し焼きに
する

④�塩こしょうで味をつけ、醤油を回しか
けたら器に盛り付け完成

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

監
修

■10頁に関連記事

秋田市高陽幸町５–15　　☎018–823–3251
営業時間／17：30〜22：30  ※昼は要予約
定 休 日／日曜日

隠家あわい　店主　冨岡 　誠 さん
　秋田の旬の食材を使った料理を提供する小料理店「隠家
あわい」店主。「あきた郷土作物研究会」会員

タラノメの
和風ピクルス

タラノメの
ゴマおかかきんぴら タラノメの肉巻き

16あきた


